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科
歯
科
大
学
歯
学
部
を
卒
業
後
、
第
一
口

腔
外
科
教
室
に
所
属
。
臨
床
の
傍
ら
、
当

時
新
し
く
開
設
さ
れ
た
中
央
検
査
部
で
久

保
木
芳
徳
主
任
の
下
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
研

究
を
始
め
た
。
78
年
に
久
保
木
先
生
の
紹

介
で
デ
ン
タ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
コ

ラ
ー
ゲ
ン
生
化
学
研
究
室
に
留
学
。
81
年

ま
で
の
3
年
間
を
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
過
ご

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
を
基
に
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。

そ
の
後
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
に
招
聘

さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
研
究
分
野
は
、
結
合
組
織
の
老

化
、
無
重
力
下
で
の
骨
形
成
、
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の
修
飾
と
石
灰
化
の
関
連
性
な
ど
幅
広

い
。
教
育
で
は
、
歯
学
部
の
学
部
生
、
修

士
課
程
、
博
士
課
程
の
大
学
院
生
か
ら
、

化
学
、
生
物
学
専
攻
の
学
生
を
対
象
に
行

っ
て
お
り
、
ま
た
、
米
国
国
立
衛
生
研
究

所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）、
米
国
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
グ
ラ
ン
ト
審
査
な
ど
に
も
携

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
米
国
内
、
海

外
の
大
学
、
研
究
所
で
の
講
義
な
ど
も
あ

り
、
母
校
に
講
師
と
し
て
訪
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
か
ら

山
内
教
授
の
研
究
室
に
ポ
ス
ド
ク
の
受
け

入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
学
生
時
代
を
振
り
返
る
と
、
決
し
て

真
面
目
な
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
躰
道
部
の
主
将
を
務
め
る
な
ど
部
活

動
に
力
を
注
い
だ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
ロ

シ
ア
文
学
、
哲
学
、
宗
教
関
係
の
本
を
読

　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ
ペ
ル

ヒ
ル
校
は
、
米
国
の
州
立
大
学
で
は
最

も
古
い
歴
史
を
持
つ
総
合
大
学
で
あ
る
。

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
71
、
修
士
課
程
は

1
0
4
、
博
士
課
程
は
74
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん

で
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
な
ど
多
数

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
の

人
口
は
、
教
職
員
や
学
生
な
ど
の
大
学
関

係
者
で
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
同
大

学
で
の
教
育
研
究
活
動
を
行
う
環
境
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
「
本
学
の
歯
学
部
は
、
約
60
年
前
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
臨
床
研
究
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
基
礎
研
究
も
盛
ん
で
す
。
基
礎

関
係
の
大
学
院
博
士
課
程
で
は
、
口
腔
生

態
学
と
口
腔
生
物
学
の
2
つ
の
専
攻
が
あ

り
ま
す
」

　

山
内
教
授
は
、
1
9
7
6
年
に
東
京
医

み
漁
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
に
し
て
自
分
な
り
に
幅
広
く
学
ん
だ
こ

と
が
一
つ
の
見
方
に
こ
だ
わ
ら
な
い
柔
軟

性
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
解
剖
学
教
室
助
教
授
だ
っ
た
野
末
哲

夫
先
生
に
は
広
い
意
味
で
の
学
問
へ
の
畏

敬
を
、
生
化
学
の
須
田
立
雄
先
生
か
ら
は

研
究
の
面
白
さ
を
、
久
保
木
先
生
か
ら
は

論
理
的
で
緻
密
な
実
験
の
大
切
さ
を
、
躰

道
部
の
監
督
だ
っ
た
渡
辺
三
雄
先
生
に

は
、
武
道
、
歯
科
診
療
な
ど
へ
の
基
本
の

大
切
さ
や
、『
己
を
立
て
ず
他
を
考
え
る
』

と
い
う
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
人
材
育
成
に
期

待
す
る
こ
と
と
し
て
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
い
た
ず
ら
に
流
行
に
走
っ
た
り
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
け
に
頼
る
研
究
者
や
歯
科
医
師

で
は
な
く
、
自
己
の
信
念
と
患
者
さ
ん
へ

の
愛
情
に
根
差
し
た
真
の
医
療
人
を
育
て

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

Yamauchi Mitsuo

山内教授は、細胞間マトリックスによる石灰化誘導
実験、骨再生、コラーゲン修飾酵素の遺伝子制御と
機能解明など様々な研究を進めている。

1976年東京医科歯科大
学歯学部卒業。78年ノー
スカロライナ大学チャペ
ルヒル校デンタルリサー
チセンターコラーゲン生
化学研究室特任研究院、
88年同Director、94年
Professorなどを経て98
年より現職。

山内三男氏

愛
情
と
サ
イ
エ
ン
ス
に

根
差
し
た
歯
科
治
療

山
内
三
男
氏

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学

デ
ン
タ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
生
化
学
研
究
室 

教
授

Now of 
graduate

卒業生の今
活躍する
医科歯科人

ノースカロライナ大学は1789年に開校した米国で最古の公立大学。1932年には、ノー
スカロライナ州内の3つの大学が単一のシステムで運営されるようになり、1963年からは、
ノースカロライナ大学システムの旗艦校として、ノースカロライナ大学チャペルヒル校と
なった。チャペルヒル中心部の敷地内に、教室、研究棟、病院、図書館、学生寮、競技場な
ど数多くの施設を抱えている。

写真提供：Sricholpech

DATA
ノースカロライナ大学
チャペルヒル校
アメリカ合衆国ノースカロライナ州
チャペルヒル
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　歯学部附属病院のインプラント外
来は、日本の大学病院で初めて、イ
ンプラント治療を行う専門外来とし
て開設され、年間約 1800 本のイン
プラントを埋入している。他施設の
専門外来でも多くて 700 本程度なの
で、治療実績は群を抜いている。
　インプラントは、虫歯、歯周病、
事故などで欠損した歯の替わりに人
工物を埋め込む治療。顎の骨にネジ
状の人工歯根を入れ、その上に人工
の歯を装着する。自分の歯のように
自然に噛めるのが特長だ。入れ歯に
よる噛み合わせの違和感、ブリッジ
の治療に伴い健康な歯を削ってしま
うという心配もない。
　1980年代から普及した治療法で、
近年は材料や治療技術も進展してい
る。チタン製の人工歯根を使用した
り、手術前に細かなカウンセリング
や、3 次元画像によるシミュレーシ
ョンなどを行う。
　診療科長の春日井昇平教授は語る。
　「インプラントは、歯科治療のな
かでも高度な技術を要します。患者
さんに安全な治療を提供するため、
様々な技術開発を進めています」
　例えば、事前に撮影した CT 画像
を基に作成した手術用のテンプレー
トを用いて行う「ガイデッド・サー
ジェリー」では、無切開手術が可能
で、腫れや痛みもなく、手術したそ
の日に噛むことができる。また、埋
め込む土台となる骨がない場合には
体の別の部分から骨を採取して行う
自家骨移植を行うが、この方法も負
担が大きいため、骨形成を促進する
作用を持つ物質を使った骨補填材を
独自に開発。骨に置換する材料とし
て注目を集めている。

インプラント治療●３次元画像
によるシミュレーション（右上）など
を行っている。

春日井昇平教授●「治療時の恐怖
心が強い方には、静脈に鎮静剤を
入れて半ば夢見心地のまま治療で
きる静脈鎮静法という方法もあり
ます。治療に不安がある方はご相
談ください」

症例検討会●インプラント外来の
全スタッフによる症例検討会は頻
繁に開催されている。患者への確
実な治療が行われるとともに、ス
タッフの技術が向上。最新の治療
法にも意欲的で、国際インプラン
ト学会では「クリニカル・イノベー
ション」を2年連続して受賞するな
ど、国際的に見てもトップクラス
の臨床チームとして知られている。

インプラント外来●インプラント
外来のメンバーは、日本トップクラ
スの治療実績を支えている。数人
ごとにグループを組み、1人の患
者さんに対してグループで取り組
む。グループは毎年シャッフルさ
れるので、若手は複数の先輩医師
から様々な技術を学ぶことができ
る。医員になったばかりの若手医
師でも、専門医並みの高い治療技
術を持つ。
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国内トップの実績を誇るインプラント治療
歯学部附属病院 インプラント外来

附属病院◎診療科訪問

診療科長：春日井昇平 教授
医師：塩田真 准教授、立川敬子 講師、黒田真司 助教、宗像源博 助教、山口葉子 医員、
中田秀美 医員、作山葵 医員、中村貴弘 医員、小林裕史 医員、清水勇気 医員、佐藤大
輔 医員
主とする疾患：歯牙欠損症
主な診断・治療法：インプラント外科手術、補綴治療、メンテナンス
高度先進医療：骨移植、ガイデッド・サージェリー、サイナスリフト（上顎洞挙上術）

診療科DATA
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         Professor Kas
ugai




